






















豊 山 宗 洋
なぜ佐仁は八月踊りがうまくいってるんですかという質問を受けたんですよ。そし
たら僕は 継続的に活動することですよ と答えた。継続的に活動するためにはと考

































者数は 名であり、年齢は 代 名、 代 名、 代 名と比較的高かった ）。生元公
民館講座の場合は 代 名、 代 名、 代 名とさらに高齢であった。両講座の生徒
は、受講以前は、ほとんどが島唄を歌えず、梁川はそこから 島では生活のなかに唄
がある という言葉が、必ずしも現実を反映してはいない と推測している。この点に










































り、小さい子どもら（最年少は 歳）は、第 回民謡民舞少年少女大会（小学 ・ ・









































和平氏 ）、 宇検村中央公民館シマウタ三味線教室（石原久子講師）、 年に 旧笠
利町中央公民館の島ウタ教室（南政五郎講師） 龍郷町公民館活動で三味線教室（山口







講座・生元 男、奄美市笠利町（ 年度）の前田三味線と前田民謡の 講座・前田和
郎、島唄（かさん節）講座・川畑美穂子 久保文雄、森山民謡（一般）と森山民謡（少
年少女）の 講座・森山ユリ子 隈本範久 肥後芳郎、大笠利わらぶぇ島唄講座・中村
武廣 ）、宇検村（ 年度）の島唄講座・石原久子 ）、龍郷町（ 年度）のマンデー










にそれぞれ開催されていた。三味線講座の申込者は 名（定員 名）と 名（定員



















































学した（ 年 月 日）。時期的にお盆前 ）であったため参加人数は少なく、年配者





















講座名を変更したり、統合したりという変化はあるが、 年度は 講座中 講座、
年度は 講座中 講座、 年度も 講座中 講座で定員を上回っていた。定員合
計と受講者数合計を比較すれば 年度は 名定員に対し受講者数 名、 年度は




筆者が見学した 年 月 日の奄美市名瀬の佐藤隆幸公民館講座でも転勤組が受講し




表 奄美市各地の公民館島唄講座の定員・受講者数推移（ 年度 年度）
年度 年度 年度




三味線（中級） 久 義一 ─ ─ ─ ─
初めての三味線 保坂英次
住用 島唄 生元 男
笠利
民謡（初級） 前田和郎 ─ ─
民謡（中級） 前田和郎 ─ ─
三味線 前田和郎 ─ ─ ─ ─
民謡（一般） 前田和郎 ─ ─ ─ ─
島唄（初級） 当原ミツヨら ─ ─
島唄（中級） 当原ミツヨら ─ ─
島唄（一般） 当原ミツヨら ─ ─ ─ ─
民謡（一般） 森山ユリ子ら
民謡（少年少女） 森山ユリ子ら
大笠利わらぶぇ 山田逸郎 ─ ─ ─ ─
合 計
年間で延べ 講座中 講座（ ％）で定員を上回っている。
なお本稿では島唄・三味線と八月踊りの唄は区別し、前者だけを取り上げている。
出所）奄美市名瀬公民館ヒアリング時に入手した資料（ 年 月 日）
た ）。当日の講座で佐藤は、生徒全員がキーを下げ沈んだ感じで歌っていたことに対し






















唄者の主宰する奄美内の地域島唄教室は 年に 喜界島の 安田民謡教室 （安田
宝英講師）、 年に 旧名瀬市セントラル楽器の 島唄・三味線教室 （初代講師は
福島幸義氏、吉永武英氏）、 年に 旧名瀬市の 武下流同好会 （武下和平講
師）、 年に 瀬戸内町古仁屋の 古仁屋朝花会 （中野豊成講師）、 年に 旧
笠利町大笠利の 大笠利わらべ島唄クラブ （講師は對知広夫氏と大笠利三味線同好
会） が開設されている ）。 大笠利わらべ島唄クラブ は地区文化センターでおこなわ






一を育てた つの子ども地域島唄教室を取り上げよう。 つは、 年に民謡日本一の
中野律紀、 年に奄美民謡大賞の元ちとせを輩出し、幼少期の里朋樹 歩寿兄妹 ）


















































































に鹿児島教室、 年に関西同好会、 年に東京同好会を開設している ）。 年現
在は東京、関西、鹿児島、名瀬、古仁屋と全国に ヵ所教室が存在している。全国の生
徒数は 名前後、関西はそのうち 名で 名が島に所縁のない人である。関
西同好会の教室は、武下の尼崎の自宅でおこなわれ、 人 分の個人レッスン方式


















し、独学で自らの島唄を作り上げていった。 年で教室は週 回、会員数は 名（森
を含む）である。会員のなかには大和人が 名いるが、それ以外は奄美出身者であり
世 世はいない ）。森が教室の看板として掲げている言葉は 奄美ぬ民謡や奄美の財産






そのほかに森は、民謡 教室・舞踊 の計 教室（会員数合計 名 年 月現
在）の加盟する関西奄美民謡芸能保存会の会長でもある。保存会の会歌の 番の歌詞は
昭和の五十七年に 関西の奄美の友集い 奄美の民謡唄い継ぎ 育成て行かむ永遠に
我等は関西奄美民謡芸能保存会 であり、関西の地での島唄継承への意思がはっきりと
示されている ）。島唄の継承は、奄美のなかだけでなく、本土においても組織的になさ





を含め 名、そのうち 世 世は 名、大和人は 名であった。上村は、奄美の復帰前
娯楽のなかった時代に奄美各地を巡回して歌い、島唄の魅力を全島に広めた功労者であ
り ）、カサン唄の代表的な唄者である。 年 月 日に彼女は亡くなったが、死後も
教室は継続されており 代 代の直弟子が 名くらい集まって会をつづけている
（ 年 月現在）。会の窓口を担当しているのは奄美 世の望月孝雄である（望月孝



































性格に由来する ）。社会教育施設には 基本理念としての 国民の学習権 保障 、
近くにあって気楽に行ける 地域施設としての性格 、 あらゆる人にとって施設は
開かれているという 機会均等の原則 、 それを経済的に支える 無料化原則 、 市
民の学習を支えるしくみやしかけをつくる 施設職員の専門職化 、 運営協議会や講
座準備会、公民館利用者懇談会・連絡会（懇談会は公民館事業の一環であり、連絡会は
公民館主催ではなく自主的に作った団体である）等への参加というかたちでの 施設運
営における住民自治 、 思想・信条で差別されない 施設の 自由 と倫理綱領 と




















































真吾ヒアリング 年 月 日）。
島唄の文化的価値については、他の唄者たちも筆者のヒアリング調査のなかでつぎの
ようにいっている。いくつかピックアップすれば 島唄をあんまり崩すと昔の人にしか
られるのではないかと思うわけよ （生元 男）、 伝統を残していかないといけないか
ら （当原ミツヨ）、 方言はありがたい、表現がすばらしい （義永秀親）、 私はカサン
節ずっとやっていこうと思っています （森山ユリ子）、 島唄は絶対に守らないといけ





















































）豊山宗洋（ ） 奄美島唄の継承活動における唄者と民謡大会の役割 大阪商業大学アミューズ
メント産業研究所紀要 、 頁。
）瀬戸内町では自主グループと呼ばれる。
）豊山宗洋（ ） 奄美島唄の継承活動における唄者と民謡大会の役割 大阪商業大学アミューズ
メント産業研究所紀要 、 頁。









詞のように お母さん という意味では使われない（前田和郎（ 年 月 日）、武下和平（
年 月 日）ヒアリング）。
）逆に、いつでもできるから 今でなくてもいい となり、関心がなかなか行動にむすびつかないと
いうことも生じる（石原久子ヒアリング 年 月 日）。
）梁川英俊（ ） なぜ島唄を習うのか？─奄美大島における島唄教室の調査から─ 南太平洋海
域調査研究報告 、 頁。
）山田逸郎ヒアリング（ 年 月 日）。
）ずっと住んでいるか、 ターン者かはわからない。
）梁川英俊（ ） なぜ島唄を習うのか？─奄美大島における島唄教室の調査から─ 南太平洋海
域調査研究報告 、 頁。
）末岡美穂子（ ） 東京で奄美のシマウタを習う─島唄教室の現状とその担い手たち─ 民俗文
化研究 、 頁。
）武下和平・かおりヒアリング（ 年 月 日）、望月孝雄ヒアリング（ 年 月 日）。
）前山真吾ヒアリング（ 年 月 日）。筆者は、裏声のすごさを実感してもらうために
で 関西奄美会 徳之島シマ唄姫 大阪 （
）を見るよう薦めている
）森山ユリ子ヒアリング（ 年 月 日）。楠田莉子は 年 月 日開催の平成 年度民謡民舞
少年少女全国大会（中学生の部）でも民謡日本一になっている（日本民謡協会 ）。
）堀田力（ ） 第 章 ボランティアの文化経済学 池上惇・植木浩・福原義春編 文化経済学
有斐閣、 頁。
）三島重顕（ ） 経営学におけるマズローの自己実現概念の再考 九州国際大学経営経済論





組織づくりの研究 大阪商業大学論集 、 頁）。
） 年度データであるが、宇検村に、奄美市在住で教えにくる場合は 円、奄美市笠利町からの
場合は 円、瀬戸内町からの場合は 円である。
） 回 時間とすれば時給換算でそれぞれ 円、 円、 円になり─奄美島唄界の重鎮や奄美
民謡大賞受賞者の時給が当該金額で妥当なのかという問題はあるが─鹿児島県の最低賃金（ 年度
円、 年度 円）を大きく上回っている。










）泊忠重は 年に 後に続くひとたちが少ない と述べ（梁川（ ） 奄美民謡の継承と地域の
創造─南海日日新聞の記事を中心に─ 梁川英俊ら 歌は地域を救えるか 伝統歌謡の継承と地域




言葉の消滅─奄美で方言矯正教育を受けた者の報告 聴く 語る 創る 、 頁）。
）その後池田嘉成、阿世知幸雄、生元 男と継承された（池田嘉成ヒアリング 年 月 日）。た
だし武下和平は仕事上の転勤の関係で 度講師を担当している（武下ヒアリング）。
）その後渡哲一に替わった（渡哲一ヒアリング 年 月 日）。







）大和村公民館館長・大町博之ヒアリング 年 月 日。









）名瀬公民館職員・上原和夫ヒアリング 年 月 日。
）中原ゆかり（ ） 奄美の シマの歌 弘文堂、 頁。
）昔の島唄は歌い方が早く、ゆったりと歌う島唄を ナツカシイ ナグルサ として最高に評価す
るのは最近のことであるという意見もある（間弘志（ ） 全記録─分離期・軍政下時代の奄美復
帰運動、文化運動 南方新社、 頁）。
）島添貴美子（ ） 奄美シマウタにおける伝統の再帰と創造 東京藝術大学音楽学部楽理科博士
論文ライブラリー、 頁。
）須山聡（ ） 奄美大島の地域性─大学生が見た島 シマの素顔─ 海青社。
）朋樹は 年に奄美民謡大賞少年部最優秀賞、歩寿（ありす）は 年に奄美民謡大賞を受賞して
いる。朋樹が中野から習った期間は小学校 年から 年くらいまでのあいだである（里朋樹ヒアリン
グ 年 月 日）。
）中野豊成の死（ 年）後の同会の現状について筆者は把握していないが、 年 月 日の義永
秀親からのヒアリングで、中野の死後、瀬戸内町勝浦で富田義広が継続していたという話は聞いてい
る。
）島添貴美子（ ） 奄美シマウタにおける伝統の再帰と創造 東京藝術大学音楽学部楽理科博士
論文ライブラリー、 頁。
）たとえば小川学夫の勤務していた大学で、元ちとせの活躍以降 自分の親が奄美出身だ とか 奄






）昇喜代子・和美ヒアリング 年 月 日。 親先祖ぬ残ちゃん島唄 解説文。
）大島全体でみればもう つ、宇検村の石原久子三味線教室があげられている（ 年 月 日現
在）。
）セントラル楽器代表取締役社長・指宿俊彦ヒアリング（ 年 月 日）。
）セントラル楽器 、南海日日新聞社 月刊奄美 年 月号。
）昇喜代子はこの時期の武下の公民館講座に通っていた。
）武下和平（ ） 唄者武下和平のシマ唄語り 海風社、 、 、 頁。尼崎への転勤年はヒア
リング時の神戸 年から推測した。
）武下和平（ ） 唄者武下和平のシマ唄語り 海風社、 頁。
）その経緯については島添貴美子（ ） 奄美シマウタにおける伝統の再帰と創造 東京藝術大学
音楽学部楽理科博士論文ライブラリーに詳しい。
）武下和平（ ） 唄者武下和平のシマ唄語り 海風社、 頁。
）これには つの意味が考えられる。 つはシマのなかで唄い手ごとに唄が異なるという状況のも
と、特定の唄者の唄で集落の唄を代表させる場合である（ 氏の唄こそ 集落のシマ唄である ）。
もう つはシマに共通する単語やイントネーションや旋律によって、異なる唄者の唄のなかにシマに
共通の要素があるとする場合である（ 氏の唄も 氏の唄も 集落のシマ唄である 。いずれにせ
よ変化は特定の枠のなかで生じ、枠自体が変化する場合もそれは徐々に生じることになる。
）武下和平（ ） 唄者武下和平のシマ唄語り 海風社、 頁。
）皆無というわけではない。石原久子、昇喜代子、生元 男らにはそうした志向性が強くみられる
（それぞれへのヒアリング）。










じゃないかなぁ （武下和平（ ） 唄者武下和平のシマ唄語り 海風社、 頁）。そこで郷友会
等が本土で実施しているイベントで、島唄が歌われたと記載のある記事を、南海日日新聞社 月刊奄
美 年 月 日号 月 日号の半年間の記事で拾ってみた。
表 月刊奄美 （ 年 月 日号 月 日号）に掲載された本土で島唄が披露されたイベント
開催日時 主催者 郷友会 同窓会 保存会他
年 月 日 中部奄美会の婦人部組織 さねん花会
年 月 日 筑紫女学園大学
年 月 日 鹿児島奄美会
年 月 日 関西在住の実久地区会
年 月 日 東京奄美会
年 月 日 東京龍郷会
日付なし 関西奄美会
年 月 日 大阪沖洲会
年 月 日 神戸沖洲会館
年 月 日 関西瀬戸内会
年 月 日 関西名瀬会
年 月 日 名古屋徳之島会
年 月 日 月 日 奄美市・奄美大島観光物産協会
の郷友会、 つの同窓会、 つの保存会等によって島唄を披露する機会が本土で設けられているこ
とがわかる。
）森俊光ヒアリング 年 月 日。
）関西奄美民謡芸能保存会（ ） 創立 周年記念総会並びに発表会 頁。ただし保存会加盟
の の島唄教室の全会員数 名のうち、 名は 世 世である。
）それ以外にも、芸能を通じて奄美の出身の島を越えた交流を深めるために、保存会は大島だけでな
く、徳之島、喜界島、沖永良部島、与論島で公演もおこなっている（ 月刊奄美 年 月 日
号）。
） 本場奄美島唄 上村藤枝 の解説文。
）島唄は大島北部のカサン唄と南部のヒギャ唄に大別される。
）木村正身（ ） ジョン・ラスキン ムネラ・プルウェリス 香川大学経済論叢 、
頁。二宮厚美（ ）二宮厚美（ ） 人間発達とコミュニケーション 神戸大学発達科学部
研究紀要 、 頁。後藤和子（ ） 第 章 文化政策の理論的基礎 後藤和子編
（ ） 文化政策学 法・経済・マネジメント 有斐閣、 頁。
）ほかの社会教育施設は図書館、博物館である（永田香織（ ） 第 章 社会教育・生涯学習の
施設・行政とボランティア活動 松田武雄編 現代の社会教育と生涯学習 九州大学出版会、
頁。





）小川学夫（ ） 民謡の島 の生活誌 研究所、 頁。
）指宿邦彦（ ） 奄美島唄学校 頁、筆者のヒアリング、 にもとづく。
島唄継承における公民館講座の役割ならびに文化と経済の関係に関する一試論
開催日時 主催者 郷友会 同窓会 保存会他
年 月 日 鹿児島奄美会
年 月 日 名古屋地区俵会
年 月 日 関西奄美相撲連盟
年 月 日 神戸沖洲会館
年 月 日 小村ゆらお会
年 月 日 中部笠利会
不明 友好団体 おぼらだれん
年 月 日 関西奄美会 関西奄美民謡芸能保存会
年 月 日 関西嘉入会
年 月 日 ティダドリーム（問い合わせ先）
年 月 日、 日 日本民謡協会九州地区大会実行委員会
年 月 日 関西与路会
年 月 日 関西前田ヶ丘同窓会
年 月 日 関西古仁屋会
年 月 日 団体 おぼらだれん
年 月 日 南海日日新聞社、奄美市教育委員会共催
年 月 日 奄美郷友会
年 月 日 ティダドリーム（問い合わせ先）
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